
様式１                        平成２２年度 学校評価報告書             学校名 桑名工業高等学校  

（１）学校経営の改革方針における今年度の重点取組についての評価結果 

項目 行動計画の目標・評価方法 達成状況・評価結果 具体的取組に関する成果や課題 

 

進 

路 

指 

導 

１ 『くくり募集･コース選択制度』の利点

を生かした指導計画の充実を図り、基礎基

本を大切にした魅力ある授業づくりとコ

ース選択の満足度を高めます。 

（１）面接指導、ガイダンス、実習見学会を

定期的に実施し、生徒の興味・関心、適

性、進路希望に即したコース選択ができ

るようにします。 

（取組状況の指標:面接指導６回、ガイダ

ンス６回、実習見学会２回実施） 

（達成状況の指標:選択後の満足度９０％

以上） 

（２）進学希望の生徒は、進学対策としての

面接指導、実力アップのための模擬試

験、進路ガイダンス、オープンキャンパ

スへの参加等を通して進路希望の実現

を目指します。 

（取組状況の指標：面接指導３回、模擬試

験２回、オープンキャンパスへの参加） 

（達成状況の指標：進学希望の実現１０

０％） 

 

（１）コース選択面接指導６回、ガイダン

ス６回、実習見学会２回をそれぞれ実

施した。選択後の満足度は９６．９％

である。 

（２）進学希望者には、３学年において模

擬試験を２回と学研模試を実施。２学

年においては、実力診断テストを２回

実施。また、各自が複数校のオープン

キャンパス等へ参加した。面接指導

は、個人面接形式で３回実施。集団面

接形式で１回実施した。その結果、進

学希望者は全員希望を達成すること

ができた。 

（１）コース選択制度について高い満足度を得る

ことができている。さらに満足度を高めるた

めに、各コースの内容の充実を図るとともに

確実に指導等を行っていきたい。 

（２）進学希望者を対象に、放課後に補習を実施

し、試験に向けて生徒の学習意欲向上を図っ

た。その成果として、国立大学ＡＯ入試で合

格者を出すことができた。今後も、引き続き

補習等を実施し、生徒の意欲喚起を図ってい

きたい。オープンキャンパス等への参加は、

進学校決定のためにも必要であり、今後も積

極的に参加を呼びかけていきたい。 

２ 先進的取組を進めてきたインターンシ

ップの蓄積と継続の基に「日本版デュアル

システム」のさらなる発展・進化を図り、

キャリア教育の充実、進路希望の実現を目

指します。 

（１）インターンシップ（産業現場実習）

に、２年生１５７名が７１社に分かれ

参加した。企業アンケートから多くの

ご意見を聞くことができ、今後の改善

につなげていきたい。また、生徒アン

（１）２年生全員が産業現場での実習を体験する

ことにより生徒の職業観や勤労観の向上につ

なげることができているおり、今年度の就職

状況にもその成果が現れている。今後も桑名

商工会議所との連携を深め、インターンシッ



（１）インターンシップ（産業現場実習）を、

個々の適正を考慮しながら２学年全員

を対象に実施し、勤労観・職業観の育成

を図ります。 

（取組状況の指標：７月に５日間実施） 

（達成状況の指標：企業アンケート・生徒

アンケートの結果） 

（２）日本版デュアルシステムとして企業実

習を実施し、生徒の勤労観・職業観の育

成を図るとともに技術・技能の向上を目

指します。 

（取組状況の指標：１年生１０日、２年生

２０日、３年生１７日実施） 

（達成状況の指標：企業アンケート・生徒ア

ンケートの結果） 

（３）就職希望の３年生対象に、就職試験対

策としての面接指導、進路ガイダンス、

企業見学等を実施し、進路希望の実現を

目指します。 

（取組状況の指標：面接指導３回、適性検

査２回、企業見学２回以上） 

（達成状況の指標：学校斡旋希望者の就職

希望の実現１００％） 

（４）企業等から講師を招き、進路講話を実

施して生徒の進路意識を高めます。 

（取組状況の指標：進路講話２回以上実

施） 

（達成状況の指標：生徒アンケートの結

果） 

 

 

 

ケートから勤労観・職業観の向上が見

られた。 

（２）１年生２２名、２年生１３名、３年

生２１名が参加した。企業アンケート

から多くのご意見を聞くことができ、

今後の改善につなげていきたい。ま

た、生徒アンケートから勤労観・職業

観の向上が見られた。 

（３）個人面接形式で３回、集団面接形式

で１回実施した。また、グループワー

ク形式での面接にも対応した。また、

事前企業見学は１人平均 2.96 社を見

学した。その結果、１１月には学校斡

旋による就職希望者全員が内定をい

ただいた。 

（４）企業から経営者、人事担当者を講師

として招き進路講話を３回実施した。 

プ、デュアルシステムの充実に努めていきた

い。 

（２）受入企業にデュアルシステムと訓練プログ

ラムの意義を確実に伝えるとともに内容の充

実に努めていきたい。そのため、関係者懇談

会を継続して実施し、連携をさらに深めてい

くことが必要である。 

（３）今年度は就職試験に備えて２学期始業式を

８月に繰り上げ面接指導等の充実に備えた。

面接指導を複数回実施することにより、生徒

が企業面接に自信を持って臨むことができ

た。また、企業見学を積極的に進めることに

より、受験企業の決定を円滑に進めることが

できた。今後も積極的に見学を進めていきた

い。 

（４）生徒アンケートの結果より、様々な社会の

状況や職業選択、社会人としてのマナーにつ

いて学ぶことができ効果的であった。今後も

定期的に実施したい。 



３ 創立５０周年を迎える伝統ある学校と

して、地域社会､保護者との連携を図りな

がら、開かれた学校づくりを進めます。 

（１）保護者による、デュアルシステムの視

察会を実施します。 

（取組状況の指標：実施期間中 1回実施） 

（達成状況の指標：保護者アンケートの結

果） 

 

（１）９月・１０月に保護者によるデュア

ルシステムの見学会を３社で実施し

た。参加保護者は４名であった。 

（１）昨年度に比べ、保護者の参加が減尐した。

保護者からは、デュアルシステム参加時には

不安であったが子どもの取り組みを実際に見

ることができ、安心することができたと、ご

意見をいただくことができた。次年度も参加

者を募り、デュアルシステムへの理解をさら

に深めていきたい。 

 

学 

習 

指 

導 

１ 『くくり募集･コース選択制度』の利点

を生かした指導計画の充実を図り、基礎基

本を大切にした魅力ある授業づくりとコ

ース選択の満足度を高めます。 

（１）各学年２つ以上の資格取得を目指し、

学習意欲の向上を図ります。 

（取組状況の指標：授業だけではなく放課

後や休日を利用して補習を実施） 

（達成状況の指標：全校で延べ１０００を

超える資格取得） 

（２）朝のＳＨＲを利用して、漢字力の定着

をはかる取り組みを実施し、基礎学力

の向上を図ります。 

（取組状況の指標：ＳＨＲで漢字学習を実

施） 

（達成状況の指標：正解率７０％以上） 

 

（１）資格取得を目指し、放課後や休日を

利用して補習を実施した。その結果、

２月末で延べ１０２７の資格を取得

することができた。３月末にはさらに

増える予定である。 

（２）各学期ごとの考査で目標の正答率７

０％を達成することができた。次年度

は８０％以上を目指したい。 

（１）昨年度に引き続き１００を超える資格を取

得することができた。学校全体の取り組みと

して資格取得を積極的に奨励し、補習なども

実施した結果であると考える。今後も継続し

て取り組んでいきたい。 

（２）ＳＨＲを活用して、漢字力、計算力の向上

を目指した取り組みを全校的に開始している

が、まだまだ充分な成果は得られていない。

本校生徒にとって基礎学力を高めていくこと

は、進路実現に向けて大きな課題であり、新

たな取り組みを考え、今後も基礎学力の向上

に向けて努めていきたい。 

３ 創立５０周年を迎える伝統ある学校と

して、地域社会､保護者との連携を図りな

がら、開かれた学校づくりを進めます。 

（１）小・中学校への出前授業、中学生対象

の体験実習を実施するとともに、桑工

祭で「ものづくり」に関する発信を行

（１）１１月１２日に隣接する小学生や地

域住民、企業の方を招待し文化祭を実

施した。幼稚園児４８名、小学生７５

名、地域・企業の方５０名が参加した。

また、隣接する小学校に出前授業と体

験実習、中学生を対象に体験実習を各

（１）今年度も「地域と歩むものづくり」をキャ

ッチフレーズに地域との連携を積極的にすす

め、学校の持つ教育力を発信することができ

た。文化祭の公開や授業公開、出前授業など

を実施し、小中学生、地域住民、地域企業の

方々に多数参加していただくことができた。



い、工業教育に関する理解を広めてい

きます。 

（取組状況の指標：出前授業を小・中学校

の要請に応じて実施、中学生対象の体験

実習１回） 

１回ずつ実施した。 今後も、地域との連携を推進していきたい。 

 

組 

織 

能 

力 

の 

向 

上 

１ 『くくり募集･コース選択制度』の利点

を生かした指導計画の充実を図り、基礎基

本を大切にした魅力ある授業づくりとコ

ース選択の満足度を高めます。 

（１）保護者・評議員・地域の方を対象とし

た授業公開、教員間の授業参観、授業研

究会を実施し、教職員の授業力の向上を

はかります。 

（取組状況の指標：授業公開・教員間の授

業参観・授業研究会各１回実施） 

（達成状況の指標：保護者アンケート・生

徒アンケートの結果） 

 

（１）５月１５日に授業公開を実施し、約

８０名の保護者や地域の方が来校し

た。１１月には教職員による授業参観

週間を設定するとともに２名の教職

員が研究授業を実施。１２月には現職

教育として授業研究会を実施した。 

（１）教職員の授業力の向上を目指して授業公開、

研究授業週間、授業研究会を実施してきた。

この取り組みも３年目を迎え、教職員間にも

定着し始め、進んで研究授業を行うなど各自

で教育力の向上を目指そうとする動きも出て

きている。内容を見直しながら、今後も継続

して取り組んでいきたい。 

２ 先進的取組を進めてきたインターンシ

ップの蓄積と継続の基に「日本版デュアル

システム」のさらなる発展・進化を図り、

キャリア教育の充実、進路希望の実現を目

指します。 

（１）県外先進校へのベンチマーキングを実

施します。実施後は報告会を開催し、確

実にその内容を還流し、実践に結びつけ

ます。 

（取組状況の指標：先進校２校以上ベンチ

マーキング実施） 

（達成状況の指標：その内容が教職員に確

実に還流され共有される） 

 

（１）今年度は、東海職業能力大学校を訪

問し射出成形、ＣＡＤ、ＭＣなどの先

進機器の指導等についてベンチマー

キングを実施した。内容については職

員会議で全職員に還流した。 

ベンチマーキングの受入は１校、デ

ュアルシステム・インターンシップ成

果発表会では、他県から５校、県内か

ら５校の参加を受け入れた。 

（１）これまで、ベンチマーキングの内容を教職

員に還流し情報共有を図ってきたが、どのよ

うに活用していくかを十分に検討していくこ

とも必要である。今後も引き続きベンチマー

キングを実施していきたい。また、今年度も

全国からベンチマーキングを受け入れた。本

校の強みとして一層の充実を図っていきた

い。 



 
４ 桑名工業高校三原則「挨拶・身だしな

み・きれいな学校」を徹底する中で、生徒

一人ひとりに正しい倫理観や道徳観を身

につけさせ、生徒の人権感覚を豊かにする

基本的生活習慣を確立させます。 

（１）教職員の人権意識を高めるために、現

職教育の実施を通して人権教育の基本

方針の周知、弱い立場の人たちの思いの

理解を図ります。 

（取組状況の指標：現職教育３回実施） 

（達成状況の指標：教職員アンケート結

果） 

 

（１）人権教育に関する現職教育を２回実

施するとともに人権講話を生徒達と

ともに聴き、教職員の人権意識の向上

に努めた。 

また、中学校区の幼・小・中・高が

参加し、連絡協議会を５回開催し、各

発達段階での人権教育への取り組み

や交流活動などについて話し合いを

持った。 

（１）人権ＬＨＲ等、人権教育にはすべての教職

員が関わり推進していく体制が整っている。

内容を充実させていくためには、教職員の人

権意識をさらに高めることが重要な課題であ

り、次年度も現職教育を年度計画に加え、必

要が生じた場合は追加実施していきたい。 

 

生 

活 

指 

導 

３ 創立５０周年を迎える伝統ある学校と

して、地域社会､保護者との連携を図りな

がら、開かれた学校づくりを進めます。 

（１）近隣の小学校と共同し地域清掃活動を

実施します。また、生徒による地域清掃

活動を実施し、環境に対する意識を高め

るとともに協同精神を培います。 

（取組状況の指標：地域清掃活動３０回以

上実施） 

（達成状況の指標：参加生徒アンケート結

果） 

 

（１）６月１１日に隣接する小学校と地域

の清掃活動を実施した。児童、生徒、

保護者、教職員約６００名が参加し

た。また、クラブ生徒、生徒会が地域

清掃活動を放課後・休日等に７１回実

施した。生徒アンケートについては実

施できていない。 

（１）今年度も地域清掃活動に取り組むとともに、

新たに実習にリサイクル機器を導入し、生徒

に環境保護の意識を高める取り組みを始め

た。次年度も環境美化に積極的に取り組むと

ともに生徒の意識向上に努めていきたい。 

４ 桑名工業高校三原則「挨拶・身だしな

み・きれいな学校」を徹底する中で、生徒

一人ひとりに正しい倫理観や道徳観を身

につけさせ、生徒の人権感覚を豊かにする

基本的生活習慣を確立させます。 

（１）桑名工業高校三原則の生徒への呼びか

け、学校行事、生徒通信の定期的な発行

（１）登校指導等を実施し挨拶運動を行う

など全教職員で呼びかけを行い、多く

の生徒が進んで挨拶をすることがで

きている。来校者からは挨拶ができる

生徒が多いとの評価をいただいてい

る。 

保健だよりは毎月発行し、熱中症や

（１）次年度も桑名工業高校３原則「あいさつ・

身だしなみ・きれいな学校」をスローガンに

掲げ取り組んでいきたい。身だしなみについ

ては、引き続き重点的に指導を行っていきた

い。 

今年度、新たにクラブ活動等の様子を発信

するようにした。様々な場面で啓発活動を行



等を通して、規範意識や自ら対処できる

能力・態度を育成するとともに、仲間を

思いやる意識を育成します。 

（取組状況の指標：全職員による生徒への

呼びかけ、禁煙教育などの行事の実施、

生指だより・保健だよりの定期的な発

行） 

（達成状況の指標：校内に落ち着いた雰囲

気があり、挨拶が常に交わされる。特別

指導件数の減尐、生徒事故の減尐） 

（２）人権教育推進計画に基づき、人権講話、

全職員参加による人権ＬＨＲを実施し、

人権感覚豊かな生徒を育成します。 

（取組状況の指標：公開人権ＬＨＲを実

施） 

（達成状況の指標：参加者アンケート結

果） 

 

新型インフルエンザの予防など、注意

を促すことができ、インフルエンザに

かかる生徒も減尐した。 

また、生指だよりや学年通信、学校

通信等も定期的に発行し、情報発信に

努めることができた。指導件数、事故

件数とも昨年度を下回り、生徒達は落

ち着いて学校生活を送ることができ

ている 

（２）６月１１日と１１月１９日に全教員

が参加して人権ＬＨＲを実施した。両

日とも一般公開を行った。参加者アン

ケートでは、取り組み体制や内容など

についてご意見・ご感想をいただき、

今後の改善に活用していきたい。ま

た、１１月４日に２名の講師をお招き

し、人権講話を実施した。 

 

うことにより、尐しずつではあるが成果が現

れている。次年度も各たよりの発行などを積

極的に継続して実施していきたい。 

（２）人権教育にはすべての教職員が関わり推進

していく体制が整っている。今後もこれまで

の取り組みを継続していきたい。 

人権ＬＨＲでは、人権の問題を身近な問題

としてとらえることができ、有意義な内容と

なった。次年度は実施内容の見直しを行い、

さらなる内容の充実に努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）組織の状態の評価結果 

アセスメント診断から明らかになった状況 

 
 

強 
 

 
 

み 

（１）学校経営の改革方針により、取り組む目標がはっきりしているため、全教職員が目標実現に向けて前向きに努力をしている。 

（２）学校経営の改革方針をもとに、各学年・分掌がより具体的な年間目標を策定している。また、各教職員も各学年・分掌の目標に沿って個

人目標を設定することに心掛けている。 

（３）学校運営や生徒指導などに対し、全教職員が協力して取り組むことができる。 

（４）本校に対して地域の期待と関心が強く、地域住民や地元企業、保護者等が学校運営に対し協力的である。 

 

弱 
 

 
 

 

み 

（１）改善に取り組むにあたり、具体的にどこで・だれが中心となって取り組むべきなのか曖昧なところがある。 

（２）教職員が個々の問題にそれぞれの方法で対処するなど、個々の教職員の力量に頼る場面が見られる。 

（３）学校の活性化に向けて様々な取り組みを行っているため、充分に時間が確保できないところも見受けられる。 

 

 

（３）組織力向上のための取組（改善策） 

次 年 度 に 向 け た 取 組 

（１）進路指導 

○桑名商工会議所や県教育委員会をはじめとする関係機関等との連携をさらに深め、日本版デュアルシステムやインターンシップをはじめとするキ

ャリア教育の充実に努め、生徒の職業観・勤労観のさらなる向上を目指します。 

（２）学習指導 

○基礎学力の向上を目指すために新たな取り組みを導入するとともに補習などに積極的に取り組み、資格取得や進路希望の実現を目指します。 

（３）組織能力の向上 

 ○教職員の授業力の向上、安全・安心な教育環境の充実を目指し現職教育の充実を図ります。 

（４）生活指導 

 ○生徒へのきめ細かい指導の充実を図るため、すべての教職員に対して生徒情報の共有を図るとともに担当者会議を随時開催します。 

 

 


